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 3 月 23 日（金）午後 2 時より、小林顯英先生をお

招きして春の彼岸会法座を開催いたしました。

20 名の参拝がありました。

おはなしは次のような内容でした。

【講演主旨】ある時、本山の参拝者から、キリスト教

の神さんと仏さんはどこが違うのかと聞かれたこと

があります。

そこで私は、キリスト教のことは詳しくないがと断

わって、「キリスト教の神さまは天国と地獄を作られ

たけれども、少なくとも阿弥陀さまは極楽は作られたが、地獄は作ってない。そこが仏と神の

違いじゃないですか」と話しました。

地獄は誰が作るのかといえば、仏教の教えによれば、“火の車　作る大工はなけれども　己が

作りて　己が乗り行く”　という歌があるように、地獄はこの私が作っていくものです。そう

して、この地獄を含め餓鬼、畜生が迷いの世界で、これを三悪道（三悪趣）と言います。すべ

てこの私が作っていく世界です。

三悪道を少し細かく見ていきますと、「畜生」は言葉の通じない世界です。つまり強い者勝ち

の世界です。理屈で負かされそうになると、すぐに「黙れ、うるさい。ワシの言うことを聞け」

と、力づくで相手を抑え込もうとします。言葉が通じません。これが畜生の世界です。他の人

のことではありません思い当たることが自身の内にあると思います。

「餓鬼」とは欲求不満の世界です。“渇して塩水を飲むがごとし”と言われるように我々の欲に

は際限がありません。いくら欲を貪
むさぼ

ってもさらに欲が出てくる。そうやって決して尽きること

のない欲望に振り回されて不平不満を膨
ふく

らましていく。これが餓鬼の世界です。モノの乏しかっ

た頃に比べ今はモノに恵まれた社会ですが、逆に私たちの欲はさらに膨らんでいると思います。

これまた思い当たることがあろうかと思います。

「地獄」とは、源信僧都の言葉を借りれば「我、今帰るところなくして、孤独にして同伴なし」

という世界です。つまり、居場所もなければ帰るところもない、一人ぼっちで誰一人寄り添う

者もない、まさに孤独の世界、これが地獄の世界です。

この三悪道（地獄・餓鬼・畜生）は、他でもない今現にこの私が作っており、私がさまよって

いる世界です。

阿弥陀さまは、三悪道をさまよっている浅ましい私の姿をすでに見抜かれて（仏かねてしろし

めして）、「決して一人にはしないぞ、お前の帰るところはここ（極楽浄土）だよ、安心して帰っ

てこいよ」と、私のいのちが安心して帰って行ける世界（極楽浄土）を作られ、南無阿弥陀仏

の呼び声となって今、私にはたらきかけて下さっているのです。

代わってくれる者のない人生をただ一人で歩む私にとって、いかなる時でも私に寄り添い、そ

のままのあなたでいいですよ、必ず救うから安心して下さいと私を支え続けて下さる阿弥陀さ

まの大悲心に気づかせてもらう時、深い安心感に包まれた人生が開かれてくるのです。
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